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1. 序　　1970 年以降、ガラスファサードの構法の開発
に伴い、ミラーガラスを多用した高層ビルなど、反射素
材を用いた意匠表現が試みられるようになった1)。また
近年の技術革新に伴い、反射素材2)の種類のみならずそ
の用いられ方も多様化している。例えば開口部のガラス
に操作を加えることで、断片化された森の風景を室内へ
と反射させ内外の境界の曖昧化を試みた原広司による田
崎美術館のように、反射素材を用いることで建築と周辺
環境を関係づける事例は少なくない。そこで本研究は、
反射素材によって周辺環境との関係を作り出している建
築作品を資料 3) に、反射素材を用いた実体表現と設計
意図を検討することで、建築の周辺環境との応答の修辞
の一端を明らかにすることを目的とする。
2. 反射素材による周辺環境との応答手法
　本章では、建築作品と周辺環境との関係を構築するた
めの具体的な手法を捉えるため、作品において反射素材
が用いられた部位 ( 反射面 ) とその操作を検討する。

2-1. 反射面の配置　　反射面は、壁、天井、床、柱や開
口部の小口などその他に分類し、さらにそれらが配置さ
れた場所を室外と室内に大別した（図 2）。
2-2. 反射面の操作　　反射面の操作は、反射面が平滑か、
立体的かに大別し、図 3 に示した（以下、［平滑］［立体］）。
また反射素材の種類について、鏡面反射と拡散反射4)に
大別し、材料との対応と併せて図 4 に示した。
2-3. 反射面の配置と操作からみた応答手法　　反射によ
る虚像の断片化・曖昧化度合いを立体操作と反射の種類
の関係から検討し、周辺環境との応答手法の４つのパタ
ンを位置付けた（図 5）。
3. 反射素材を用いた設計意図　
3-1. 反射対象　　本章では、前章で検討した操作の意図
を明らかにするために作品解説文を分析する。資料とし
た設計論からは、建築家が反射素材を用いて周辺環境の
どのような対象を映し出すことを試みているかを読み取
れる。これを反射対象として検討した結果、《自然》《人

図3.反射面への操作

図 4. 反射と素材の関係

図 6. 反射対象と時間性の関係

図 5. 配置と操作の関係
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2章：応答手法
2-1 反射面の配置
       室外・壁
2-2 反射面の操作
・操作 :［平滑］
・反射の種類 :鏡面反射
・素材 : 金属
2-3 配置と操作からみ
た応答手法
［平滑］・鏡面反射

ステンレス板素地によるファサード。東側は、一部
を現場で磨き鏡面仕上げとすることで、街の風景や
道行く人びとをショーウインドのように写し込む。
ファサードについてはロゴや装飾を排し、代わりに
スチール・パネルの表面を極太の刷毛でさっと掃い
て、曇りを取り払ったかのように部分的に鏡面仕上
げを施した。そんなファサードは、道行く人の目と
好奇心を惹き付ける。だがあいにく、その視線は店
内に届くことなく跳ね返され、ショーウィンド越し
に店内を覗くつもりが、映り込んだ己の姿に遭遇す
るはめになる。

3 章：設計意図
3-1 反射対象 
街の風景や道行く人びと
⇨《人工》( 時間性なし )
　《活動》( 時間性あり )
3-2 設計意図
▶人々を惹きつける [a-2 強調 ]
▶視線の操作
　[b-1 人や周囲に働きかける ]
→〈創出〉〈創造〉
⇨【対象化】

図 2. 反射面の配置図 1. 分析例

図 7. 周辺環境に対する設計意図の意味内容



工》《活動》に大別し（図 6）、さらにそれらが、変化や
動き、季節性といった時間性を含むか否かを捉えた。
3-2. 設計意図の意味内容　　資料とした設計論から、反
射素材を用いて建築と周辺環境を関係づけようとした意
図が読み取れる箇所を抽出し、それらの意味内容を比較
検討した 5)。その結果、新規に概念や性質を建築に付与
する〈創出〉と、もとある環境から新たに造形や効果を
生む〈創造〉、〈曖昧〉〈消失〉の４つの大枠で捉えるこ
とができた（図 7）。これらのうち、〈創出〉〈創造〉は
周辺環境に対して建築の対象化を、一方〈曖昧〉〈消失〉
は環境化を意図するものという、対照的なまとまりを捉
えることができた（以下、【対象化】【環境化】）。
4. 応答手法と設計意図の関係　　
　前章で検討した設計意図、反射対象と 2 章で検討し
た実体表現との対応関係を図 8 に示した。全体の傾向
として、【環境化】では［平滑］の割合が非常に高く、《自然》
を反射対象とするものが多い。これは、平滑な反射面に
周辺環境を直接的に映し出すことで、周囲のありのまま
の自然の姿を室内に取り込む、または建築の物質性を消
去して周辺環境と馴染ませるといった、反射素材を用い
た意匠表現の典型と考えられる。なかでも天井に拡散反
射素材を用いる事例の割合が高いことから、自然を天井

面に淡く反射させることで、内外の境界を曖昧化させる
という応答の手法がみられる。一方で、【対象化】では

［立体］、そして反射対象が時間性を有する事例の占める
割合が高い。このことから、反射面に操作を加え複雑な
虚像を現象させる、あるいは建築に時間性を投影すると
いった手法によって、特定の概念や性質、造形や効果を
生み出す建築表現であるといえる。
5. 結　　以上、反射素材を用いた建築作品の実体表現と
設計意図との関係から、建築の周辺環境への応答の修辞
を検討した。その結果、建築家が建築を環境化する際に
は、反射面に自然を直接的に映し即物的な表現をとるの
に対し、対象化する際には、時間性を投影することで建
築を変質させる、あるいは反射面に操作を加えレトリカ
ルな意匠表現をとるという相反する傾向が読み取れた。
このことから、反射素材を用いた建築の周辺環境との応
答手法には、建築を対象化する意図と、虚像の複雑性と
時間性による修辞的な意匠表現とに相関があることを見
出した。

ここでは拡散反射とは、光沢はあるが艶がなく、表面の粗い素材による反射を指すが、表面に
プリント加工が施された素材も含める。

国内の建築専門誌である新建築 (sk)、住宅特集 (jt) において 1970-2024 年に掲載された、反射
素材を有する建築作品のうち、その論説から周辺環境との関係性をふまえた設計意図が明確に
読み取れる全 196 資料を対象とする。

3)
2) 本研究では、反射素材はガラス、アルミニウム、御影石など光沢のある素材を対象とする。

4)

1)註

川喜田二郎『発想法』 中央公論社 , 1967年6月

図 8. 建築と周辺環境との応答の修辞
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外W
外W
外W
外W

83.2
96
133
170.1

a-4
a-4
b-4
b-4
◇
◯◇

外W
外W 
外W
外W

122
138
146.1
163
176
154

a-4
a-2
a-3/a-4
a-1
a-4
b-3

内C
内P
内F
内C
内W
内C

◯

◯

◇

46.2

112.1

148
75.2
118

125.2

175

181
73

a-2
b-2
a-4
b-4
b-3
a-3
a-3
a-4
a-2
a-3
a-3
a-4
a-1
b-3

外

外

外
内
内

内

内

内
内

W

W

W
W
C

W

W

W
C

◆▲

●

●
◆
●

◇▲

●▲

◆
◯◇▲       

       

33
157
7.2

22
91
139
179

a-3
a-3
a-1/a-3
b-1/b-2
a-3/b-1
a-2/b-1
a-1/b-2
a-2/b-1

●
◆
●

●
▲
◇▲
◆▲

外W
外W
外W

外W
外W
外WC
外W

40
81
b-2
b-2

◆
▲
外W
外W

136
158
77

a-3/a-4
a-2/a-3
a-3/b-1
b-3

◆ 　内P
◇▲ 内W
◯▲ 内C

外

外
外
外
外
外
外

外
外
外
外
外

30
35

98.1

103
123

a-2/d●外W
a-3/c-3
●▲外W
a-2/a-3
b-2/c-4
● ◇ 外W
a-3/a-4/d外W
a-2/c-4
● 外W

28 22外 :

14外 :

21外 : 2外 :

4外 :

2外 :

5外 :

4外 :7外 :21外 :12内 :7外 :

2内 : 8外 : 1内 :

15内 :12外 :

11内 :

2内 :

4

内 :

自然
人工
活動

時間性あり時間性なし

◇
◯

△
◆
●

▲

外　        内
室外　    室内

壁 天井 床 その他
W   C     F       P

1970 年、アメリカで SSG 構法が開発され、国内で熱線反射ガラスの生産が開始された。

5)


